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◎情報教育部門

１ 事業及び内容

（１）研究委員会等の開催

① 第１回 令和元年 ６月１１日(火) １５：００～ 場所：天草教育会館

・年間事業計画立案、研究委員連絡先確認、その他

② 第２回 令和元年１２月２５日(水） １０：００～ 場所：五和小学校

・研修会の打合せ及び準備

③ 第３回 令和２年 ２月１３日(木) １５：００～ 場所：天草教育会館

・年間反省、次年度への志向

（２）情報教育部門研修会

① 期 日 令和元年１２月２５日（火）

② 会 場 天草市立五和小学校、天草市立五和中学校

③ 日 程 ○受 付 １３：００～１３：３０

○開 会 １３：３０

○主催者あいさつ・講師紹介・日程等説明

○研 修 １３：３５～１６：２５

○閉 会 １６：３０

④ 研修内容 「小学校におけるプログラミング教育」講話と実技

⑤ 講 師 熊本県立教育センター教育工学室 室長 池田 幸彦先生

２ 成果と課題

（１）本年度の反省から

・情報教育部門研修会について

今年度の研修会は、「小学校におけるプログラミング教育」というテーマのもと、熊本県

立教育センター教育工学室長 池田幸彦先生をお迎えして、新小学校学習指導要領における

プログラミング教育の円滑な実施に向けた研修を開催しました。

次年度からの完全実施を控えたプログラミング教育ということで、５０名というたくさん

の参加者を迎えて充実した研修を行いました。

研修の前半は、五和中学校多目的室をお借りし、学習指導要領改訂の背景と小学校におけ

るプログラミング教育について詳しくご講話をいただきました。ユーモアを交えた池田先生

のお話は大変わかりやすいものでした。

研修後半は、五和小学校パソコン室に移動し、約２時間弱に渡ってビジュアルプログラミ

ングソフトの「Ｓｃｒａｔｃｈ」を活用した実技指導を行っていただきました。参加者から

は、初めのうちこそ、戸惑いや質問等もありましたが、徐々に自分たちで黙々と取り組んで

いくようになっていきました。参加者自身の工夫を生かしたプログラムもたくさん現れてい

ました。一人一台の端末を用意し、実際にソフトを使用していただくことで、学びが深まっ

たようでした。参加者からのアンケートもとてもよい評価をいただきました。こんごも、参

加者のニーズを生かしながら、研修を深めていければと考えています。

最後になりましたが、今回、参加者の増加に伴い、急な会場の変更を快くお引き受けいた

だいた五和中学校、五和小学校には、深く感謝申し上げます。ありがとうございました。

（２）次年度への志向

・研修会の内容について

次年度に向けては、プログラミング教育関係の授業実践を中心とした部門別研修を実施し

ていきたいと考えています。また、学習活動ソフトウェアの活用やプログラミング教育のさ

らなる理解について研修ができればと考えています。


